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宣
長
と
篤
胤

宮
　
　
地

正
　
　
司

は

じ
め

に

　
　
　
ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ル

　
古
事
記
が
、
日
本
的
精
神
の
古
層
と
し
て
の
「
古
道
」
を
開
示
す
る
「
古

コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言
」
の
総
体
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
に
、
日
本
書
紀
に
対
す
る
優
位
を
説
い

　
　
　
　
　
　
　

た
の
は
本
居
宣
長
で
あ
る
。
宣
長
の
解
釈
学
に
お
け
る
そ
の
帰
結
は
、
古
事
記

を
先
験
的
に
価
値
づ
け
し
た
解
釈
を
導
き
、
そ
の
記
載
の
正
統
性
を
堅
持
し
よ

う
と
す
る
立
場
を
一
貫
さ
せ
る
。
殊
に
そ
の
傾
向
は
、
冒
頭
の
宇
宙
創
成
神
話

の
解
釈
に
顕
著
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
「
古
言
」
を
通
し
て
「
古
道
」
を
追
究
し

よ
う
と
す
る
宣
長
に
あ
っ
て
、
よ
り
権
威
あ
る
テ
ク
ス
ト
を
確
定
す
る
と
い
う

意
味
を
も
っ
。
そ
れ
は
、
正
史
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
日
本
書
紀
を
漢
文
・

漢
意
粉
飾
論
の
立
場
か
ら
排
し
、
過
小
に
評
価
さ
れ
て
い
た
古
事
記
を
「
古

道
」
の
理
想
的
実
現
と
し
て
再
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
古
事
記
と
日

本
書
紀
と
は
そ
の
書
か
れ
ざ
ま
の
解
読
に
お
い
て
鋭
く
対
立
す
る
形
を
と
る
。

　
　
　
　
　
『
古
事
記
』
宇
宙
創
成
神
話
の
解
釈
学

　
一
方
、
宣
長
学
の
真
の
継
承
者
を
自
認
し
な
が
ら
も
、
本
居
大
平
ら
正
統
派

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ら
は
異
端
視
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
平
田
篤
胤
に
お
い
て
、
「
古
道
」
の

実
現
は
伝
存
の
文
献
そ
の
も
の
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
勘

案
．
校
合
に
よ
っ
て
こ
そ
な
さ
れ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
実
に
篤
胤
の
注

釈
的
方
法
と
は
、
様
々
な
文
献
を
還
元
す
る
こ
と
で
な
さ
れ
る
、
あ
る
べ
き
テ

ク
ス
ト
の
再
構
築
に
よ
っ
て
「
古
道
」
を
現
前
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
に
他
な

ら
な
い
。
古
事
記
．
日
本
書
紀
と
い
え
ど
も
、
あ
る
べ
き
テ
ク
ス
ト
に
対
し
て

は
相
対
的
に
駈
め
ら
れ
て
お
り
、
統
一
的
・
合
目
的
的
な
「
古
道
学
」
の
見
取

図
に
基
づ
い
た
解
読
作
業
が
進
め
ら
れ
る
。
い
や
、
相
対
的
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
か
ら
こ
そ
、
篤
胤
学
に
お
い
て
も
二
書
の
個
体
的
価
値
の
弁
別
の
意
識
が
働

く
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
べ
き
テ
ク
ス
ト
を
先
験
的
に
仮
定
す
る
こ
と

で
開
始
さ
れ
る
篤
胤
の
解
釈
学
に
お
い
て
は
、
異
伝
・
異
説
を
並
行
さ
せ
、
し

か
も
真
偽
観
だ
け
で
は
整
理
し
き
れ
な
い
伝
承
の
重
層
的
構
造
が
意
識
化
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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宙
創
成
神
話
の
解
釈
学

ず
、
常
に
真
説
を
二
兀
的
に
探
究
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
、
ど
の
記
載
が
よ
り

古
層
を
伝
え
て
い
る
か
を
見
極
め
る
こ
と
こ
そ
重
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
宣
長
は
、
書
か
れ
ざ
ま
の
内
に
「
古
言
」
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
古

道
」
を
現
前
さ
せ
よ
う
と
し
、
篤
胤
は
各
文
献
に
内
在
さ
れ
て
あ
る
「
古
事
」

を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
古
道
」
を
現
前
さ
せ
よ
う
と
す
る
点
で
、
表
面

上
の
差
異
を
越
え
た
共
通
の
基
盤
に
属
す
る
問
題
意
識
を
展
開
し
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
両
者
に
二
書
の
個
体
的
差
異
の
弁
別
は
本
質
的
な
問
題
で
あ
り
、
そ

れ
は
、
「
神
典
」
の
テ
ク
ス
ト
は
内
的
に
い
か
に
織
り
な
さ
れ
て
い
る
か
と
い

う
編
集
史
的
な
問
題
と
深
く
関
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
書
の
弁
別
を
な
す
た
め

の
端
緒
は
、
そ
れ
ら
が
基
づ
い
た
古
層
の
神
話
要
素
の
変
異
体
に
お
け
る
差
異

性
を
追
究
す
る
方
位
性
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て

完
結
的
な
テ
ク
ス
ト
を
構
築
す
る
編
集
史
的
方
法
を
追
究
す
る
方
位
性
に
こ
そ

見
え
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宣
長
と
篤
胤
の
神
典
解
釈
に
示
さ

れ
た
問
題
意
識
と
方
法
は
現
在
の
日
本
文
学
研
究
に
お
い
て
も
本
質
的
な
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
り
、
継
承
す
べ
き
点
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
従
来
の

日
本
神
話
論
に
お
い
て
「
神
世
七
代
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
き
た
二
書
の
冒
頭

の
記
載
方
法
を
差
異
化
し
て
追
究
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
こ
の

問
題
を
宣
長
と
篤
胤
は
ど
の
よ
う
に
自
覚
し
て
い
た
の
か
。
そ
し
て
、
二
書
は

同
じ
く
宇
宙
創
成
神
話
を
記
載
し
て
い
る
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
体
性
は
ど

こ
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
か
。
こ
こ
で
は
、
古
事
記
冒
頭
の
記
載
に
つ
い
て
の
注

釈
を
中
心
に
見
る
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

問
題
解
明
の
糸
口
と
し
た
い

（
二
）
　
さ
ま
ざ
ま
な
宇
宙
創
成
観

宇
宙
創
成
に
つ
い
て
、
古
事
記
で
は
「
序
」
と
「
本
文
」
の
記
載
が
見
ら
れ

る
。

０
　
混
元
既
凝
、
気
象
未
レ
赦
。
無
レ
名
無
レ
為
。
誰
知
二
其
形
一
。
然
、
乾
坤

　
　
初
分
、
参
神
作
二
造
化
之
首
一
、
陰
陽
斯
開
、
二
霊
為
二
群
晶
之
祖
一
。
所

　
　
以
、
出
二
入
幽
顕
一
、
日
月
彰
二
於
洗
ワ
目
、
浮
二
沈
海
水
一
、
神
砥
呈
二
於

　
　
樵
ウ
身
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
序
．
二
一
頁
）

　
　
　
天
地
初
発
之
時
、
於
二
高
天
原
一
成
神
名
、
天
之
御
中
主
神
。
（
割
注

　
　
略
）
次
高
御
産
巣
日
神
。
次
神
産
巣
日
神
。
此
三
柱
神
者
、
並
独
神
成
坐

　
　
而
、
隠
レ
身
也
。

　
　
　
次
国
稚
如
二
浮
脂
一
而
、
久
羅
下
那
州
多
随
用
弊
流
之
時
、
（
割
注
略
）

　
　
如
二
葦
牙
一
因
二
萌
騰
之
物
一
而
成
神
名
、
宇
摩
志
阿
斯
詞
備
比
古
遅
神
。

　
　
（
割
注
略
）
次
天
之
常
立
神
。
（
割
注
略
）
此
二
柱
神
亦
、
並
独
神
成
坐
而
、

　
　
隠
レ
身
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
巻
．
二
六
頁
）

　
一
方
、
日
本
書
紀
で
は
「
本
書
」
と
「
一
書
」
六
種
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
古
天
地
未
レ
剖
、
陰
陽
不
レ
分
、
潭
沌
如
二
鶏
子
一
、
漠
津
而
含
レ
牙
。
及
二

　
　
其
清
陽
者
、
薄
摩
而
為
レ
天
、
重
濁
者
、
滝
滞
而
為
ｒ
地
、
精
妙
之
合
榑

　
　
易
、
重
濁
之
凝
蜴
難
。
故
天
先
成
而
地
後
定
。
然
後
、
神
聖
生
二
其
中
一



　
焉
。
故
日
、
開
開
之
初
、
洲
壌
浮
漂
、
警
猶
三
漉
魚
之
浮
二
水
上
一
也
。
干

　
時
、
天
地
之
中
生
二
一
物
一
。
状
如
二
葦
牙
一
。
便
化
二
為
神
一
。
号
一
菌
常
立

　
尊
一
。
一
割
注
略
一
次
国
狭
槌
尊
。
次
豊
斜
淳
尊
。
凡
三
神
実
。
乾
道
独

　
化
。
所
以
、
成
二
此
純
男
一
。
　
　
（
神
代
上
第
一
段
本
書
・
七
七
頁
）

＠
　
天
地
初
判
、
一
物
在
二
於
虚
中
一
。
状
貌
難
Ｌ
言
。
其
中
自
有
二
化
生
之

　
神
一
。
号
二
国
常
立
尊
一
。
亦
日
二
国
底
立
夢
。
次
国
狭
槌
尊
。
亦
日
二
国

　
狭
立
尊
一
。
次
豊
国
主
尊
。
亦
日
二
豊
組
野
尊
一
。
亦
日
二
豊
香
節
野
夢
。

　
亦
日
二
浮
経
野
豊
買
尊
一
。
亦
日
二
豊
国
野
尊
一
。
亦
日
二
豊
醤
野
尊
一
。
亦

　
日
二
葉
木
国
野
尊
一
。
亦
日
二
見
野
尊
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
代
上
　
第
一
段
一
書
第
一
・
七
七
頁
）

　
　
古
国
稚
地
稚
之
時
、
警
猶
二
浮
膏
一
而
漂
蕩
。
干
時
、
国
中
生
レ
物
。
状

　
如
二
葦
牙
之
抽
出
一
也
。
因
レ
此
有
二
化
生
之
神
一
。
号
二
可
美
葦
牙
彦
舅
尊
一
。

　
次
国
常
立
尊
。
次
国
狭
槌
尊
。
（
神
代
上
第
一
段
一
書
第
二
・
七
七
頁
）

＠
　
天
地
混
成
之
時
、
始
有
二
神
人
一
焉
。
号
二
可
美
葦
牙
彦
舅
尊
一
。
次
国

　
底
立
尊
。
　
　
　
　
　
　
　
（
神
代
上
　
第
一
段
一
書
第
三
・
七
九
頁
）

¢
　
天
地
初
判
、
始
有
二
倶
生
之
神
一
。
号
二
国
常
立
尊
一
。
次
国
狭
槌
尊
。

　
又
日
、
高
天
原
所
生
神
名
、
日
二
天
御
中
主
尊
一
。
次
高
皇
産
霊
尊
。
次

　
神
皇
産
霊
尊
。
　
　
　
　
　
　
（
神
代
上
　
第
一
段
一
書
第
四
・
七
九
頁
）

ゆ
　
天
地
未
レ
生
之
時
、
警
猶
二
海
上
浮
雲
無
ワ
所
二
根
係
一
。
其
中
生
二
一
物
一
。

　
如
三
葦
牙
之
初
生
二
塗
中
一
也
。
便
化
二
為
人
一
。
号
二
国
常
立
尊
一
。

　
　
　
　
『
古
事
記
』
宇
宙
創
成
神
話
の
解
釈
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
代
上
　
第
一
段
一
書
第
五
・
七
九
頁
一

　
　
　
天
地
初
判
、
有
レ
物
。
若
二
葦
牙
一
、
生
二
於
空
中
一
。
因
レ
此
化
神
、
号
二

　
　
天
常
立
尊
一
。
次
可
美
葦
牙
彦
舅
尊
。
又
有
レ
物
。
若
二
浮
膏
一
、
生
二
於
空

　
　
中
一
。
因
レ
此
化
神
、
号
二
国
常
立
尊
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
代
上
　
第
一
段
一
書
第
六
・
七
九
頁
）

　
二
書
の
記
載
に
摘
出
さ
れ
る
古
層
の
神
話
の
個
々
の
要
素
自
体
に
で
は
な
く
、

そ
の
複
合
の
方
式
た
る
「
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
」
に
独
自
性
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な

　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

わ
ち
、
「
天
地
創
造
と
一
定
の
領
域
を
も
っ
た
国
土
の
生
産
と
、
現
在
の
最
高

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

統
治
者
の
先
祖
の
生
産
と
、
こ
の
三
者
が
一
っ
づ
き
に
な
っ
て
い
て
、
し
か
も

そ
の
三
者
が
時
間
的
１
１
歴
史
的
系
列
の
な
か
で
展
開
し
て
行
く
と
い
う
構
造
」

　
　
　
　
　
　
　
＠

を
展
開
し
え
て
い
る
。
殊
に
古
事
記
は
「
な
る
」
論
理
に
、
よ
り
強
烈
に
貫
徹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

さ
れ
、
「
有
機
物
の
お
の
ず
か
ら
な
る
発
芽
・
生
長
・
増
殖
の
イ
メ
ー
ジ
が
同

・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

時
に
歴
史
意
識
を
も
規
定
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る
。

　
０
の
古
事
記
「
序
」
は
「
表
」
の
形
式
を
採
り
、
騨
優
体
の
巧
妙
な
漢
文
に

拠
る
こ
と
で
、
「
乾
坤
初
分
、
参
神
作
二
造
化
之
首
一
、
陰
陽
斯
開
、
二
霊
為
二

群
品
之
祖
一
」
と
し
て
、
日
本
の
神
話
的
世
界
の
開
始
を
中
国
的
な
陰
陽
論
に

接
続
し
え
て
い
る
。
宇
宙
創
成
を
陰
陽
論
で
読
み
解
く
こ
と
は
、
中
世
神
道
家

に
殊
に
意
識
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
が
、
古
事
記
注
釈
に
日
本
書
紀
の
そ
れ
と

比
し
て
採
る
べ
き
も
の
の
少
な
い
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
古
事
記
注
釈
の
初

め
と
い
う
べ
き
ト
部
兼
文
『
古
事
記
裏
書
』
に
お
い
て
も
、
経
書
・
緯
書
数
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
　
　
『
古
事
記
』
宇
宙
創
成
神
話
の
解
釈
学

を
引
く
が
古
事
記
独
自
の
記
載
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
と
は
し
が
た
い
。
む

し
ろ
、
卜
部
兼
賢
『
釈
日
本
紀
』
や
忌
部
正
通
『
神
代
巻
口
訣
』
、
一
条
兼
良

『
日
本
書
紀
纂
疏
』
な
ど
に
見
る
べ
き
も
の
が
多
い
が
、
あ
く
ま
で
日
本
書
紀

を
対
象
と
し
た
注
釈
で
、
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
を
中
心
と
し
た
創
成
神
の
習
合
論

の
内
に
、
　
及
び
¢
の
記
載
の
個
性
は
解
消
さ
れ
、
「
高
天
原
」
と
ア
メ
ノ
、
、
・

ナ
カ
ヌ
シ
の
担
う
意
味
は
不
分
明
で
あ
る
。

　
一
方
、
　
の
古
事
記
「
本
文
」
で
は
、
「
天
地
初
発
之
時
、
於
二
高
天
原
一
成

神
名
」
と
し
て
、
陰
陽
論
的
な
天
地
二
項
対
立
の
枠
組
み
と
は
別
に
、
一
般
的

な
「
天
」
に
還
元
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
高
天
原
」
と
い
う
固
有
の
名
を
負

う
聖
界
を
無
前
提
的
に
設
定
し
、
そ
こ
に
生
成
す
る
「
造
化
三
神
」
が
後
の
歴

史
記
述
の
構
想
と
不
可
分
に
関
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
高
天
原
」
の
始
動
と
そ

こ
に
依
拠
す
る
「
造
化
三
神
」
た
る
ア
メ
ノ
、
、
・
ナ
カ
ヌ
シ
．
タ
カ
、
、
・
ム
ス
ヒ
．

カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
生
成
を
先
験
的
な
事
柄
と
し
て
語
り
出
す
。
そ
し
て
三
神
が
、

い
わ
ば
「
聖
な
る
ト
ラ
イ
ア
ッ
ド
」
を
形
成
し
、
そ
の
「
可
能
態
」
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
上
巻
の
神
話
叙
述
の
原
理
を
規
定
し
て
い
く
。

　
対
し
て
　
の
日
本
書
紀
「
本
書
」
で
は
「
古
天
地
未
レ
剖
」
と
し
て
、
記
載

の
「
現
在
」
の
方
位
性
か
ら
す
る
継
起
的
時
間
枠
「
古
」
の
内
に
「
澤
沌
」
を

定
位
す
る
。
さ
ら
に
、
「
故
天
先
成
而
地
後
定
」
と
し
て
「
天
」
に
先
験
性
を

与
え
て
い
る
か
に
見
え
る
が
、
叙
述
の
中
心
は
「
天
」
に
、
ま
し
て
「
地
」
に

あ
る
の
で
も
な
く
、
天
地
開
閥
後
に
画
定
さ
れ
た
「
国
」
の
側
に
あ
る
。
夙
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

谷
川
士
清
『
日
本
書
紀
通
証
』
が
「
重
遠
日
」
と
他
説
を
引
い
て
、
「
故
日
」

　
　
　
　
　
ハ
メ
　
　
　
ヲ
カ
レ
　
　
ハ
ニ

よ
り
「
以
．
上
運
言
二
天
．
地
之
開
－
閥
一
也
故
－
日
以
．
下
偏
述
二
吾
－
国
太
．
古
伝
．

　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　

来
之
説
一
故
起
レ
暑
百
也
」
と
す
る
の
は
、
「
故
日
」
が
「
本
書
」
冒
頭
の
内
容
を

再
総
括
す
る
も
の
と
の
解
釈
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
「
故
日
」

に
続
い
て
、
「
開
閥
之
初
、
洲
壌
浮
漂
、
警
猶
三
瀞
魚
之
浮
二
水
上
一
也
。
干
時
、

天
地
之
中
生
二
一
物
一
。
状
如
二
葦
牙
一
。
便
化
二
為
神
一
」
と
し
て
提
示
さ
れ
る

ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
以
下
の
三
神
は
、
歴
史
叙
述
を
推
し
進
め
る
原
理
を
担
う
の

で
は
な
い
。

　
＠
か
ら
＠
に
至
る
「
一
書
」
に
も
一
貫
し
て
、
あ
く
ま
で
天
地
二
項
対
立
の

枠
組
み
の
中
で
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
が
当
初
に
成
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、

古
事
記
の
根
幹
に
関
わ
る
「
造
化
三
神
」
は
の
に
、
「
又
日
、
高
天
原
所
生
神

名
、
日
二
天
御
中
主
尊
一
。
次
高
皇
産
霊
尊
。
次
神
皇
産
霊
尊
」
と
記
載
さ
れ

る
の
に
留
ま
る
。
し
か
も
、
古
代
天
皇
制
の
正
統
性
の
根
源
た
る
「
高
天
原
」

が
こ
こ
で
初
め
て
提
示
さ
れ
る
の
は
、
日
本
書
紀
の
関
心
が
そ
こ
に
は
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
鈴
木
重
胤
『
日
本
書
紀
伝
』
が
「
国
土
の
成
れ

る
始
を
主
と
立
つ
る
御
紀
の
趣
意
な
る
が
故
に
、
国
常
立
尊
を
其
首
に
は
立
て

　
　
ゆ

ら
れ
り
」
と
捉
え
て
い
る
の
は
正
し
い
。
そ
の
こ
と
は
、
「
本
書
」
に
お
い
て
、

（
一
）
「
黄
泉
国
」
「
根
国
」
な
ど
異
界
に
関
わ
る
記
載
を
「
意
識
的
に
排
除
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

た
」
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
、
（
二
）
「
神
代
」
巻
に
「
高
天
原
」
の
確
実
な
用
例

　
　
　
　
　
＠

が
見
ら
れ
な
い
、
（
三
）
「
神
代
上
」
巻
に
「
葦
原
中
国
」
の
用
例
は
唯
一
で
あ



　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

り
　
明
確
な
世
界
像
と
し
て
は
結
像
し
て
い
な
い
、
と
の
三
点
よ
り
確
認
で
き

る
。
む
し
ろ
、
日
本
書
紀
が
宇
宙
創
成
を
叙
述
す
る
た
め
に
、
「
本
書
」
と
六

種
の
二
書
」
と
い
う
記
載
形
式
に
よ
る
相
対
性
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
共
通

し
て
国
初
の
神
た
る
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
の
生
成
を
提
示
し
て
い
る
点
に
一
貫
し

　
　
　
　
　
　
　
Ｑ

た
主
張
が
見
ら
れ
る
。

一
三
一
　
「
高
天
原
」

か
ら
の
始
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ル
コ
ト

　
本
居
宣
長
が
『
古
事
記
伝
』
で
古
事
記
に
つ
い
て
、
「
も
は
ら
古
語
を
む
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ン
ナ
　
　
　
　
　
ツ
ト
メ

と
は
し
て
、
古
へ
の
実
の
あ
り
さ
ま
を
失
は
じ
と
勤
た
る
こ
と
、
序
に
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ハ
　
　
ウ
ノ
ナ
　
　
　
　
　
ム
ネ

え
」
と
し
、
「
た
、
、
古
へ
の
語
言
を
失
は
ぬ
を
主
と
せ
り
」
と
し
た
の
に
は
、

　
コ
コ
ロ
　
　
コ
ト
　
　
コ
ト
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヒ
カ
ナ

「
抑
意
と
事
と
言
と
は
、
み
な
相
称
へ
る
物
」
で
あ
る
と
の
前
提
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
り
一
九
巻
・
三
－
六
頁
一
、
同
様
の
理
念
は
『
宇
比
山
踏
』
に
も

見
え
る
一
一
巻
．
一
七
頁
）
。
そ
こ
に
は
、
現
象
た
る
事
象
と
そ
こ
に
内
在
さ

れ
る
意
味
と
は
同
じ
本
質
に
つ
い
て
の
異
な
っ
た
側
面
の
顕
れ
で
あ
っ
て
、
そ

の
表
出
た
る
音
声
言
語
に
依
拠
し
て
捉
え
ら
れ
う
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
そ

こ
に
、
吉
川
幸
次
郎
氏
が
指
摘
さ
れ
た
「
『
心
』
『
事
』
『
言
』
を
三
位
一
体
と

す
る
う
ち
、
『
言
』
を
独
立
し
た
資
料
と
す
る
彼
の
方
法
」
が
あ
り
、
「
言
呈
胴
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
サ

伝
達
す
る
事
実
、
彼
の
語
に
よ
れ
ば
『
事
』
よ
り
も
、
い
か
に
い
う
か
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ハ

表
現
形
態
、
彼
の
語
に
よ
れ
ば
；
己
』
を
重
視
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
『
心
』

　
　
　
　
　
　
　
＠

を
う
か
が
う
」
方
法
は
収
敏
さ
れ
る
。
事
実
『
古
事
記
伝
』
で
は
、
「
す
べ
て

　
　
　
　
　
『
古
事
記
』
宇
宙
創
成
神
話
の
解
釈
学

意
も
事
も
、
言
を
以
て
伝
フ
る
も
の
な
れ
ば
、
蔀
は
そ
の
記
せ
る
声
絆
ぞ
卦
に

は
有
り
け
る
」
と
も
言
っ
て
い
る
一
九
巻
・
六
頁
一
。
従
っ
て
、
「
古
事
記
ハ
ス

ベ
テ
古
質
ナ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
文
字
ノ
義
理
ヲ
ハ
サ
ノ
ミ
吟
味
セ
ズ
シ
テ
、
ト
カ

ク
古
言
ヲ
存
ス
ル
事
ヲ
詮
ト
セ
リ
、
仰
ク
ベ
シ
、
信
ス
ヘ
シ
、
日
本
紀
ハ
ソ
レ

ニ
表
，
裡
シ
テ
、
文
字
ノ
義
理
ヲ
詮
ト
シ
テ
、
古
言
ニ
カ
・
ハ
ラ
ヌ
事
多
シ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

サ
レ
ハ
日
本
紀
ヲ
以
テ
義
理
ヲ
心
得
、
古
事
記
ヲ
以
テ
古
言
ヲ
探
ル
ベ
シ
」

（
二
二
巻
．
二
二
六
頁
）
と
の
帰
結
が
『
石
上
漫
録
』
で
な
さ
れ
る
の
は
当
然

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
帰
結
の
方
向
性
が
、
「
仰
ク
ベ
シ
、
信
ス
ヘ
シ
」
と
古
事
記
を
無
条
件
的

に
受
容
す
る
解
釈
を
招
来
し
、
そ
の
記
載
の
正
統
性
を
堅
持
す
る
立
場
を
宣
長

に
貫
ぬ
か
せ
る
こ
と
を
、
今
一
度
確
認
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
「
古
事

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

記
へ
の
信
仰
」
で
あ
る
。
『
古
事
記
伝
』
に
見
る
ご
と
く
、
日
本
書
紀
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
チ
タ
　
　
ア
タ
ン
ク
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ト
　
　
カ

て
は
、
「
い
か
な
れ
ば
、
う
る
さ
く
言
痛
き
異
国
の
さ
か
し
ら
説
を
仮
り
用
ひ

　
　
　
ハ
ジ
メ
　
　
　
　
　
ア
ゲ

て
、
先
ヅ
首
に
し
も
挙
ら
れ
た
り
け
む
」
一
九
巻
・
八
頁
一
と
し
て
漢
文
粉
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ク
ニ

論
に
解
消
し
、
古
事
記
に
対
し
て
は
、
「
凡
て
皇
国
の
古
言
は
、
た
ぐ
に
其
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヒ
ソ
メ
ナ
　
　
　
　
　
ソ
メ

物
其
ノ
事
の
あ
る
か
た
ち
の
ま
・
に
、
や
す
く
云
初
名
づ
け
初
た
る
こ
と
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヘ

て
、
さ
ら
に
深
き
理
な
ど
を
思
ひ
て
言
る
物
に
は
非
れ
ば
、
そ
の
こ
・
ろ
ば
ヘ

　
　
ト
ク

を
以
テ
釈
べ
き
」
（
九
巻
・
二
二
頁
）
で
あ
る
と
し
て
、
「
理
」
の
排
除
に
よ

る
「
古
道
」
「
古
意
」
の
追
認
に
終
始
す
る
。

　
　
の
「
天
地
初
発
之
時
」
に
つ
い
て
、
「
天
地
は
、
肝
和
紗
貯
の
鰐
宅
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
　
『
古
事
記
』
宇
宙
創
成
神
話
の
解
釈
学

　
　
　
　
ア
　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
メ
　
　
　
　
ナ
ノ
コ
コ
ロ

て
、
天
は
阿
米
な
り
、
か
く
て
阿
米
て
ふ
名
義
は
、
未
ダ
思
ヒ
得
ず
」
と
し
、

「
罰
」
の
「
燃
毒
林
の
嶺
口
」
を
強
い
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
往
々
に

し
て
「
脇
め
る
謝
」
の
も
と
だ
、
と
す
る
（
九
巻
・
一
二
一
頁
）
。
語
源
学
的

方
法
を
極
力
排
除
し
て
注
釈
を
加
え
よ
う
と
す
る
宣
長
の
理
念
は
、
当
時
の
方

法
か
ら
は
常
識
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
宣
長
が
な
し
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

帰
納
的
方
法
の
新
し
さ
が
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
こ
で
、
「
さ
り
と
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ｏ
ミ

は
た
ひ
た
ぶ
る
に
榊
ず
て
Ｈ
べ
き
に
も
非
ず
、
考
へ
の
及
ば
む
か
ぎ
り
、
　
試

に
は
云
フ
ベ
し
」
（
九
巻
・
二
二
頁
）
と
控
え
目
に
前
置
き
し
て
「
古
言
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
キ
ザ
マ

を
解
こ
う
と
す
る
の
は
、
こ
の
事
例
が
古
事
記
の
「
文
体
の
事
」
を
見
る
の
に

恰
好
で
あ
っ
た
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
や
は
り
そ
の
内
容
に
対
し
て
、
宣
長
の
一

方
な
ら
ぬ
関
心
が
働
い
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　
宣
長
が
初
め
、
「
古
言
」
と
し
て
の
宇
宙
創
成
に
ア
メ
・
ク
ニ
の
対
立
を
捉

え
よ
う
と
し
た
の
は
周
知
の
事
柄
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
最
初
、
『
阿
毎
菟
知

弁
』
に
見
え
る
。
そ
れ
は
、
漢
文
に
よ
る
小
冊
子
と
は
い
う
も
の
の
、
畢
生
の

大
作
で
あ
り
、
宣
長
学
の
集
約
と
も
称
さ
れ
る
べ
き
『
古
事
記
伝
』
の
注
釈
理

念
の
出
発
点
と
し
て
看
過
で
き
な
い
。
奥
書
か
ら
、
宝
暦
一
一
（
一
七
六
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
ノ
ー
ア
ル
コ
ト
ヲ
　
　
　
　
ニ

年
の
著
作
と
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
宣
長
は
、
「
人
皆
知
三
和
．
訓
害
二
　
文
．
字
一
、

　
タ
ノ
ー
ア
ル
コ
ト
ヲ
ニ

而
未
レ
知
三
漢
．
字
害
二
　
古
、
語
一
実
」
（
一
四
巻
・
二
二
八
頁
）
と
の
認
識
を

　
ス
ト
基
本
に
し
て
解
釈
に
当
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
相
前
後
し
て
成
っ
た
と
さ
れ
る

　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

『
古
言
指
南
』
に
も
、
多
く
漢
字
の
書
か
れ
ざ
ま
に
拘
泥
し
て
「
古
言
」
カ
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

さ
れ
た
た
め
、
後
人
が
却
っ
て
そ
の
「
義
理
」
を
誤
る
こ
と
が
多
い
と
し
、
ま

た
・
「
文
字
上
言
語
ト
赤
ヨ
リ
同
一
物
ト
思
ヘ
リ
」
と
す
る
批
判
的
塗
言
明
が

な
さ
れ
て
い
る
（
一
四
巻
・
六
四
七
頁
）
。
そ
れ
は
、
宣
長
の
神
典
解
釈
の
原

則
と
し
て
後
の
注
釈
に
も
一
貫
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
古
事
記
伝
』
総
論
の
草

稿
本
で
あ
る
『
古
事
記
雑
考
』
は
勿
論
の
こ
と
、
寛
政
一
〇
（
一
七
九
八
）
年

に
完
成
し
た
『
古
事
記
伝
』
の
総
論
も
同
じ
主
旨
で
貫
徹
し
て
い
る
。
そ
も
そ

も
宣
長
の
「
古
言
」
を
対
象
と
す
る
文
献
学
の
方
法
に
は
、
堀
景
山
．
賀
茂
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

淵
を
介
し
た
荻
生
但
株
の
影
響
が
濃
厚
で
あ
る
。
但
株
の
古
文
辞
学
と
は
、

「
漢
字
漢
文
を
外
国
語
と
し
て
、
永
い
伝
統
の
あ
る
日
本
語
と
中
国
語
の
関
係

を
断
ち
切
っ
て
、
無
前
提
に
し
て
直
接
的
な
語
学
的
研
究
を
す
る
こ
と
で
あ

細
一
と
評
さ
れ
る
が
・
和
語
は
和
語
、
漢
語
は
漢
語
で
あ
る
と
す
る
宣
長
の
理

念
が
そ
れ
と
表
裏
す
る
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
シ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
『
阿
毎
菟
知
弁
』
で
は
、
「
天
．
地
訓
為
二
阿
．
毎
菟
．
知
一
、
非
二
古
」
言
一
也
、

　
　
二
ー
ス
ト
　
　
　
　
ヲ
ー
ス
ル
ニ
ノ
タ
レ

地
当
レ
訓
二
矩
、
爾
一
也
、
（
略
）
古
」
言
以
二
菟
－
知
一
対
二
阿
．
毎
一
者
、
未
二
之
聞
一

　
　
シ
ソ
　
ノ
　
フ
　
　
ト
ハ
　
レ
　
ノ
　
　
　
　
　
シ
　
ハ
ー
ス
ル
ノ

也
、
凡
古
、
史
中
日
二
天
．
地
一
者
、
此
記
．
者
修
．
辞
也
、
（
略
）
蓋
矩
．
爾
者
括
ニ

　
　
　
　
　
ヲ
ー
ニ
シ
テ
ー
ノ

海
．
洋
国
．
土
一
之
称
、
而
地
之
正
．
訓
也
」
（
一
四
巻
・
二
二
七
頁
）
と
し
て
、

古
事
記
・
日
本
書
紀
・
先
代
旧
事
本
紀
に
見
え
る
対
語
．
対
概
念
を
例
示
し
な

が
ら
「
古
言
」
の
摘
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
張
は
、
本
来
ア
メ
．
ク
ニ

が
口
承
さ
れ
る
「
古
言
」
で
あ
っ
た
が
、
漢
字
の
使
用
に
よ
っ
て
、
字
訓
に
拘

執
し
て
考
藪
し
た
こ
と
が
「
天
地
」
の
正
訓
を
見
失
わ
せ
る
に
至
り
、
遂
に
は



文
字
を
も
っ
て
「
自
然
の
語
言
」
と
す
る
に
至
っ
た
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
師
賀
茂
真
淵
の
『
久
適
門
致
考
』
に
よ
る
批
判
を
受
け
た
。
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
ニ
　
ツ
　
チ

承
け
て
『
古
事
記
伝
』
で
は
、
「
後
に
師
の
久
爾
都
知
の
考
へ
を
見
れ
ば
、
な

　
ア
　
メ
　
ツ
　
チ

ほ
阿
米
都
知
ぞ
古
言
な
り
け
る
」
と
し
て
考
え
を
改
め
、
ア
メ
・
ツ
チ
が
「
古

言
」
と
し
て
概
念
対
立
を
担
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
基
本
的
に
「
限
リ
の

意
」
で
あ
る
ク
ニ
に
対
し
て
、
ツ
チ
と
は
、
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
が
天
沼
矛

で
か
き
な
し
た
初
め
を
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
雌
は
天
と
新
し

　
　
　
　
ク
ニ

く
広
く
、
国
は
限
リ
あ
れ
ば
狭
き
に
似
た
り
」
と
し
、
「
み
な
限
り
て
陥
卸
め

　
　
　
　
ア
メ
　
　
　
　
　
　
ク
ニ

す
処
を
、
天
に
て
も
国
と
云
り
」
と
考
え
る
に
至
る
一
九
巻
・
二
二
一
頁
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
チ

端
的
に
は
、
「
自
然
界
の
土
地
を
『
地
』
、
支
配
さ
れ
る
限
ら
れ
た
土
地
を

　
ク
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

『
国
』
」
と
す
る
真
淵
の
解
釈
を
受
容
し
た
た
め
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、

「
国
と
地
と
こ
こ
ら
ひ
と
し
く
な
り
に
し
世
な
れ
ば
地
て
ふ
こ
・
ろ
に
て
国
と

か
き
し
も
多
か
り
な
ん
や
と
ぞ
お
ぼ
ゆ
る
」
と
し
て
、
「
古
言
」
に
っ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

「
強
こ
と
」
で
あ
る
と
評
す
る
真
淵
の
批
判
が
、
宣
長
が
標
袴
す
る
「
古
言
」

の
理
念
と
の
撞
着
の
正
鵠
を
射
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
　
　
ソ
　
ラ
　
　
カ
、
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ソ

　
ア
メ
と
は
何
か
。
「
天
は
虚
空
の
上
に
在
リ
て
、
天
ツ
神
た
ち
の
坐
ま
す
御
国

な
り
」
一
九
巻
．
一
二
一
頁
）
と
す
る
。
ま
た
「
造
化
三
神
」
は
、
「
天
地
よ
り

　
サ
キ

も
先
だ
ち
て
成
リ
坐
シ
っ
れ
ば
、
〔
天
地
の
成
る
こ
と
は
、
此
ノ
次
に
あ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ソ
ラ

此
ノ
神
た
ち
の
成
坐
る
は
、
其
よ
り
前
な
る
こ
と
知
べ
し
、
〕
た
“
虚
空
中
に

ぞ
成
リ
坐
し
け
む
を
、
〔
（
略
）
い
ま
だ
天
も
地
も
無
き
ル
静
は
・
い
づ
く
も

　
　
　
　
　
『
古
事
記
』
宇
宙
創
成
神
話
の
解
釈
学

　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ソ
ラ
　
　
　
　
　
ソ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ブ
ミ

く
み
な
む
な
し
き
大
虚
空
な
り
き
、
○
虚
空
を
即
チ
天
と
す
る
は
、
漢
籍
の

　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ナ
リ
マ
ス

さ
だ
な
り
、
天
は
虚
空
を
謂
フ
に
非
ず
、
（
略
）
〕
於
二
高
天
原
一
成
と
し
も
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
コ
ｏ

る
は
、
後
に
天
地
成
リ
て
は
、
其
ノ
成
リ
坐
セ
り
し
処
、
高
天
ノ
原
に
な
り
て
、

後
ま
で
其
ノ
高
天
ノ
原
に
坐
シ
々
ス
神
な
る
が
故
な
り
、
〔
示
莉
高
天
ノ
原
あ
り

　
　
ソ
　
　
コ

て
、
其
処
に
成
リ
坐
ス
と
云
に
は
あ
ら
ず
〕
」
（
九
巻
・
二
二
二
－
二
二
一
二
頁
）

と
す
る
。
「
造
化
三
神
」
は
た
だ
「
虚
空
中
」
に
成
っ
て
い
た
が
、
天
地
開
閣

後
そ
こ
が
「
高
天
原
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
解
釈
す
る
。

　
で
は
、
「
本
文
」
冒
頭
に
提
示
さ
れ
る
「
高
天
原
」
の
始
動
は
、
古
事
記
神

代
の
記
載
の
方
法
と
し
て
ど
の
よ
う
に
解
析
さ
れ
る
の
か
。
「
献
莉
尉
は
・
す

　
　
　
ア
メ

な
は
ち
天
な
り
」
と
注
し
、
「
ま
づ
天
は
、
天
ツ
神
の
坐
シ
ま
す
御
国
な
る
が
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ハ
ラ
ミ
マ
ノ
　
　
ソ
ロ
シ
メ
ス
　
　
・
く
ク
ニ

に
、
（
略
）
万
ヅ
の
物
も
事
も
、
全
御
孫
命
の
所
知
看
此
ノ
御
国
土
の
如
く
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
カ
タ

て
、
な
ほ
す
ぐ
れ
た
る
処
に
し
あ
れ
ば
、
（
割
注
略
）
大
方
の
あ
り
さ
ま
も
、

　
　
　
　
ミ
ウ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
ニ
　
　
　
　
　
　
コ
ト

神
た
ち
の
御
上
の
万
ヅ
の
事
も
、
此
ノ
国
土
に
有
る
事
の
如
く
に
な
む
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
　
カ
タ
　
　
　
　
　
　
ナ

と
し
、
「
高
天
ノ
原
と
し
も
云
フ
は
、
其
ノ
天
に
し
て
有
る
事
を
語
る
と
き
の
称

な
り
」
と
し
て
、
そ
こ
に
一
般
的
な
「
天
」
と
の
差
異
が
あ
る
と
説
く
（
九
巻

．
＝
…
頁
）
。
宣
長
の
解
釈
の
破
綻
に
つ
い
て
は
、
神
野
志
隆
光
氏
の
指
摘

　
　
　
　
ゆ

が
既
に
あ
る
。

　
た
だ
、
宣
長
が
か
く
も
「
天
地
初
発
」
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
そ
れ
と
「
造
化

三
神
」
の
生
成
の
前
後
関
係
の
問
題
が
控
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

神
々
の
意
志
に
因
ら
な
い
宇
宙
創
成
は
、
惟
神
の
道
以
前
の
「
自
然
」
を
仮
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



　
　
　
　
　
『
古
事
記
』
宇
宙
創
成
神
話
の
解
釈
学

す
る
道
家
的
な
解
釈
に
近
づ
き
、
宇
宙
創
成
以
前
の
神
々
の
生
成
は
ユ
ダ
ヤ
．

キ
リ
ス
ト
教
的
な
創
造
神
観
に
近
づ
く
が
、
古
事
記
は
「
成
る
」
論
理
に
貫
か

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
神
々
が
合
目
的
的
に
創
造
し
た
と
は
解
釈
さ
れ
え
な
い
。

む
し
ろ
、
神
々
の
生
成
を
「
漢
意
」
で
も
な
く
、
ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
．
キ
リ
ス
ト

教
的
創
造
論
と
は
別
に
、
い
か
に
捉
え
る
か
が
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
こ

ま
で
解
釈
を
敷
桁
す
る
こ
と
は
、
古
事
記
の
書
か
れ
ざ
ま
に
執
櫛
に
こ
だ
わ
る

宣
長
の
方
法
自
体
を
危
う
く
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
点
、
服

部
中
庸
「
三
大
考
」
を
『
古
事
記
伝
』
一
七
附
巻
と
し
て
収
録
し
て
、
「
西
の

国
々
の
人
ど
も
も
い
に
し
へ
よ
り
い
ま
だ
え
か
む
が
へ
出
さ
り
し
事
を
し
、
め

づ
ら
か
に
も
考
へ
出
た
る
か
も
、
く
す
し
く
も
考
出
た
る
か
も
」
（
一
〇
巻
．

三
一
六
頁
）
と
讃
辞
を
送
り
な
が
ら
も
、
自
己
の
解
釈
を
何
ら
変
え
る
こ
と
が

な
か
っ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
結
局
宣
長
は
、
宇
宙
創
成
と
「
造
化
三
神
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ト

生
成
と
の
前
後
関
係
が
暖
味
な
¢
と
　
と
の
落
差
に
対
し
て
、
三
神
は
「
甚
も

く
譜
し
く
留
し
く
蝋
な
る
こ
と
わ
り
に
よ
り
て
ぞ
成
リ
坐
シ
け
む
、
さ
れ
ど

ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ト
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
・

其
は
さ
ら
に
心
も
詞
も
及
ぶ
べ
き
な
ら
ね
ば
、
固
り
伝
へ
の
な
き
ぞ
諾
な
り

け
る
」
（
九
巻
・
二
二
二
頁
）
と
し
て
、
「
理
」
に
よ
っ
て
は
解
き
難
い
問
題
で

あ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
、
単
な
る
判
断
の
停
止
で
は
な
く
、
子
安
宣
邦
氏
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
「
確
信
に
支
え
ら
れ
て
あ
る
彼
の
注
釈
学
的
世
界
の
あ
り
方
に

由
来
す
細
一
と
い
う
の
が
真
相
で
は
な
い
の
か
。
む
し
ろ
、
門
下
に
よ
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

「
宣
長
の
文
献
学
的
精
神
は
、
単
に
、
形
式
的
に
遵
奉
さ
れ
て
、
そ
の
説
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

そ
れ
く
＼
彼
等
の
思
想
上
の
要
求
の
ま
・
に
　
　
も
と
よ
り
古
伝
に
制
約
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

つ
、
　
　
発
現
し
て
ゐ
る
」
と
さ
れ
る
宣
長
像
を
も
見
据
え
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
・
つ
。

　
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
国
学
的
解
釈
の
背
後
に
は
、
江
戸
幕
府
禁
制
下
に

あ
り
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
宇
宙
創
成
観
・
宇
宙
形
態
観
や
、
ま
た
天
文

学
を
初
め
と
す
る
当
代
の
西
洋
的
近
代
科
学
の
成
果
が
、
漢
籍
を
媒
介
と
し
て

脅
威
を
与
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
宣
長
の
『
天
文
図
説
』
は
地
動
説

に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
天
文
学
的
見
地
に
基
づ
く
天
動
地
球
説
が

展
開
さ
れ
て
お
り
（
一
四
巻
所
収
）
、
ま
た
、
先
の
『
三
大
考
』
へ
の
評
語
で

は
「
西
の
国
々
の
人
ど
も
」
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
は
、
平
田
篤
胤
に
と
っ
て
よ
り
切
実
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
現

伝
の
テ
ク
ス
ト
を
再
構
成
す
る
こ
と
で
、
「
古
伝
」
の
あ
る
べ
き
姿
を
復
元
し

よ
う
と
す
る
強
烈
な
企
図
を
も
つ
篤
胤
に
と
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
が
も

つ
統
一
的
な
宇
宙
創
造
論
に
対
抗
し
う
る
合
理
的
・
合
目
的
的
な
統
一
堕
言
述

を
構
築
し
、
そ
の
優
先
性
を
提
示
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ニ
シ
ヘ
ア
メ
ツ
チ
イ
マ
ダ
ナ
ラ
ザ
リ
シ

　
『
古
史
成
文
』
（
一
八
一
一
年
初
稿
）
冒
頭
に
お
い
て
、
「
古
天
地
未
生
之

ト
キ
　
ニ
ァ
マ
ツ
ミ
ソ
ラ
ナ
リ
マ
セ
ル
カ
ミ
ノ
ミ
ナ
ハ
ァ
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
ツ
ギ
ニ
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ

時
。
於
二
天
御
虚
空
一
成
坐
神
之
御
名
。
天
之
御
中
主
神
。
次
高
皇
産
霊
尊
。

一
割
注
略
一
ツ
猪
一
榔
竃
鎌
戦
一
一
一
巻
二
九
頁
一
と
し
て
お
り
、
…
で

「
造
化
三
神
」
の
根
源
を
「
天
御
虚
空
」
に
求
め
た
根
拠
を
『
古
史
徴
』
（
一
八

　
一
一
年
初
稿
）
に
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
宣
長
の
解
釈
に
従
い
な
が
ら
、



元
来
「
高
天
原
」
が
あ
っ
て
そ
こ
に
三
神
が
生
成
し
た
の
で
は
な
く
、
「
後
の

　
　
ハ
ジ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
タ
カ
マ
ノ
ハ
う
　
　
ナ
リ
マ
セ
ル

名
を
始
へ
及
ぼ
し
て
、
や
が
て
於
二
高
天
原
一
成
と
は
云
ヒ
伝
へ
た
る
も
の

な
り
」
と
す
る
（
五
巻
．
二
五
七
頁
一
。
と
こ
ろ
が
後
に
、
『
古
史
伝
』
一
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ニ
ソ
ヘ
ア
メ
ツ
チ
イ
マ
タ
ナ
ラ
サ
リ
ソ
ト
キ
　
　
　
ニ
　
タ
カ
マ
ノ
ハ
ラ
　
マ
ン
　
カ
ミ

ニ
五
年
頃
一
部
成
稿
）
で
は
、
「
古
天
地
未
生
之
時
。
於
二
高
天
原
一
有
レ
神

キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

焉
」
と
書
き
改
め
、
「
此
に
高
天
ノ
原
と
あ
る
は
、
後
に
天
つ
御
国
の
生
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ナ
ラ
ス
　
　
　
　
　
オ
ホ
ソ
ラ
　
　
カ
ミ
ツ
ヘ
　
　
イ
ハ

処
を
云
に
は
有
ル
ベ
か
ら
ず
、
　
必
こ
・
は
大
虚
の
上
方
、
謂
ゆ
る
北
極
の
上

空
、
紫
微
垣
の
内
を
云
な
る
べ
し
」
と
自
説
を
訂
正
し
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
タ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ハ
ミ

り
、
「
紫
微
垣
」
に
囲
ま
れ
た
「
紫
微
宮
の
辺
」
は
「
高
キ
処
の
極
に
て
、

　
　
マ
ホ
ラ

天
の
真
区
た
る
処
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
が
「
高
天
原
」
な
の
で
あ
る
。
「
造

化
三
神
」
の
い
る
「
高
天
原
」
は
、
天
地
開
閥
以
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
漢

籍
で
も
「
北
辰
星
」
が
天
地
に
先
立
つ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
高
天
原
」
と

は
「
北
辰
の
中
」
の
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ

カ
ヌ
シ
も
、
古
事
記
に
「
成
神
」
と
あ
る
の
で
「
成
リ
坐
ル
神
」
と
書
い
た
が
、

こ
れ
は
な
か
な
か
悪
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
生
成
の
経
緯
は
天
地
開
開
以
前
の

こ
と
だ
か
ら
こ
そ
「
伝
へ
」
も
な
く
、
分
か
ら
な
い
の
だ
、
と
す
る
（
一
巻
・

九
一
－
九
三
頁
）
。

　
篤
胤
の
唱
え
る
「
古
道
学
」
と
は
、
『
古
道
大
意
』
に
見
る
よ
う
に
「
純
粋

　
　
　
　
　
コ
、
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ハ

ナ
ル
古
ヘ
ノ
意
ト
、
古
ヘ
ノ
言
ト
ヲ
以
テ
、
天
地
ノ
初
メ
ヨ
リ
ノ
事
実
ヲ
、

　
　
　
　
ト
キ
カ
ン
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
コ
ト
　
　
　
　
　
　
ソ
ナ
ハ

ス
ナ
ホ
ニ
説
考
へ
、
ソ
ノ
事
実
ノ
上
二
、
真
ノ
道
ノ
具
ツ
テ
ァ
ル
事
」
一
八

巻
．
一
五
頁
）
を
明
確
に
す
る
学
問
で
あ
り
、
そ
の
た
め
真
偽
観
が
鋭
く
拮
抗

　
　
　
　
　
『
古
事
記
』
宇
宙
創
成
神
話
の
解
釈
学

し
、
そ
れ
を
相
剋
す
る
た
め
に
＝
兀
的
な
真
説
へ
と
強
烈
に
収
束
す
る
傾
向
を

内
在
さ
せ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
「
造
化
三
神
」
が
合
目
的
的
に
宇
宙
創
造
を
果

た
し
た
と
す
る
解
釈
へ
の
傾
斜
を
も
孕
む
。
そ
の
こ
と
は
、
諸
伝
承
を
二
兀
的

起
源
に
求
め
よ
う
と
す
る
傾
向
が
篤
胤
学
に
本
来
的
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
ひ

い
て
は
日
本
の
「
古
伝
」
を
世
界
諸
民
族
の
伝
承
の
根
源
で
あ
る
と
す
る
論
に

ま
で
拡
大
さ
れ
、
遂
に
は
宣
長
の
文
献
学
の
方
法
と
の
離
反
を
露
呈
す
る
。

　
こ
と
の
背
後
に
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
漢
訳
キ
リ
ス
ト
教

ト
チ
リ
ナ

教
理
書
の
創
造
論
を
強
烈
に
意
識
し
、
そ
の
記
載
を
剰
窃
し
て
な
さ
れ
た
『
本

教
外
篇
』
一
一
八
〇
六
年
草
稿
）
を
画
期
と
す
る
思
想
的
展
開
が
あ
る
。
村
岡

典
嗣
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
に
お
い
て
篤
胤
が
キ
リ
ス
ト
教
教
義
の
中

で
重
大
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
は
、
「
主
と
し
て
天
地
開
閥
説
に
お
け
る
創

造
的
主
宰
神
の
思
想
と
、
大
国
主
の
幽
冥
事
支
配
に
お
け
る
来
世
観
、
そ
れ
に

伴
ふ
霊
魂
不
滅
観
を
ふ
く
む
来
世
観
的
思
想
と
の
二
つ
で
あ
り
、
そ
の
他
個
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
哲
学
的
神
学
的
観
念
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
の
「
古
伝
」
を

よ
り
強
固
な
一
貫
性
の
も
と
に
神
学
と
し
て
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
篤
胤
の
護

教
的
な
意
識
の
表
れ
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
宣
長
・
篤
胤
と
も
に
、
「
古
道
」
に
つ
い
て
護
教
的
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
か
た
や
合
理
的
解
釈
の
ア
ポ
リ
ア
に
陥
り
、
か
た
や
キ
リ
ス
ト
教

的
な
論
理
に
取
り
込
ま
れ
て
、
古
事
記
の
宇
宙
創
成
神
話
の
本
質
を
見
誤
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



　
　
　
　
　
『
古
事
記
』
宇
宙
創
成
神
話
の
解
釈
学

　
　
　
　
（
四
）
構
築
さ
れ
る
カ
オ
ス

表
現
と
し
て
あ
る
以
上
、
神
話
は
そ
の
カ
オ
ス
と
し
て
の
始
原
性
に
お
い
て
、

既
に
言
語
事
象
と
し
て
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
属
性
を
孕
ん
で
い
る
。

む
し
ろ
、
宇
宙
創
成
神
話
が
大
い
な
る
始
原
に
始
発
し
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
の
根

源
が
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
形
を
採
る
の
は
、
神
話
が
カ
オ
ス
を
抱
え
込
も
う
と

す
る
た
め
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
言
語
事
象
が
カ
オ
ス
そ
の
も
の
を
生
成
し
続
け

て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
丸
山
圭
三
郎
氏
は
、
「
コ
ス
モ
ス
に
よ
っ
て
生

じ
た
カ
オ
ス
を
、
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
に
よ
っ
て
コ
ス
モ
ス
に
組
み
こ
み
続
け
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

人
間
の
「
永
続
的
運
動
」
を
指
摘
さ
れ
、
「
カ
オ
ス
は
、
は
た
し
て
コ
ス
モ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

を
生
み
出
す
始
源
的
潭
沌
と
し
て
の
く
欲
動
Ｖ
と
い
う
形
で
、
コ
ト
バ
以
前
の

根
拠
た
り
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
題
に
対
し
て
否
定
的
見
解
を
示

　
　
ゆ

さ
れ
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
言
語
に
内
的
に
規
定
さ
れ
て
あ
る
神
話
は
カ
オ
ス
に

始
発
す
る
の
で
は
な
く
、
神
話
が
ヵ
オ
ス
を
構
築
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

は
、
歴
史
が
「
太
初
」
と
「
潭
沌
」
に
始
発
す
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
に
っ
い

て
の
意
識
が
そ
れ
を
時
空
の
始
原
と
し
て
加
上
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　
倉
野
憲
司
氏
は
、
　
の
ア
メ
・
ツ
チ
が
「
自
然
界
の
天
と
地
で
あ
る
」
の
に

対
し
て
、
「
高
天
原
」
は
「
人
間
生
活
の
投
影
し
た
世
界
」
と
し
て
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ア
メ
．
ク
ニ
の
ア
メ
に
当
た
る
と
の
解
釈
を
示
さ
れ
、
西
郷
信
綱
氏
は
、
「
高

天
原
」
と
は
「
こ
の
地
上
の
王
権
の
正
統
性
が
神
話
的
に
そ
こ
に
由
来
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

考
え
ら
れ
た
天
上
の
他
界
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
の
は
「
や
は
り

神
話
的
な
も
の
と
し
て
の
『
葦
原
中
国
』
で
あ
っ
て
、
『
天
地
』
の
『
地
』
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

は
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
と
す
れ
ば
、
古
代
天
皇
制
の
地
上
的
支
配
原
理
は
、

神
話
的
に
大
空
に
投
射
さ
れ
て
「
高
天
原
」
と
し
て
結
像
し
、
そ
こ
か
ら
の
超

越
的
な
方
位
性
か
ら
す
る
「
国
」
の
逆
措
定
が
可
能
に
な
る
。
む
し
ろ
古
事
記

の
宇
宙
創
成
神
話
に
お
い
て
、
「
高
天
原
」
は
多
分
に
コ
ス
モ
ス
と
し
て
実
体

化
さ
れ
る
傾
向
性
を
孕
み
な
が
ら
も
、
遂
に
は
自
己
そ
の
も
の
を
開
示
す
る
こ

と
の
な
い
カ
オ
ス
で
あ
る
。
こ
の
点
、
「
天
つ
神
」
の
根
源
的
な
聖
界
と
し
て

措
定
さ
れ
な
が
ら
、
「
葦
原
中
国
」
と
の
連
動
関
係
の
中
で
、
古
事
記
神
代
の

神
話
叙
述
の
流
れ
に
沿
っ
て
徐
々
に
徴
し
づ
け
ら
れ
る
「
高
天
原
」
の
始
動
の

あ
り
よ
う
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
高
天
原
」
を
大
い
な
る
カ
オ
ス

と
し
て
設
定
し
、
そ
こ
か
ら
の
超
越
的
な
方
位
性
か
ら
す
る
地
上
世
界
包
摂
の

　
　
　
　
　
　
ゆ

ー
観
念
は
、
祝
詞
に
お
い
て
よ
り
顕
著
と
な
る
。
「
祈
年
祭
」
や
「
六
月
月
次
」

の
祝
詞
に
、
「
皇
神
の
敷
き
ま
す
、
下
っ
磐
ね
に
宮
柱
太
知
り
立
て
、
高
天
の

原
に
千
木
高
知
り
て
、
皇
御
孫
の
命
の
瑞
の
御
舎
仕
へ
ま
つ
り
て
、
天
の
御
蔭

・
日
の
御
蔭
と
隠
り
ま
し
て
、
四
方
の
国
を
安
国
と
平
ら
け
く
知
ろ
し
め
す
」

（
三
八
九
頁
・
四
一
一
頁
）
と
あ
り
、
「
六
月
晦
大
祓
」
の
祝
詞
に
、
「
依
さ
し

ま
つ
り
し
四
方
の
国
中
に
、
大
倭
日
高
見
の
国
を
安
国
と
定
め
ま
つ
り
て
、
下

つ
磐
ね
に
宮
柱
太
敷
き
立
て
、
高
天
の
原
に
千
木
高
知
り
て
、
皇
御
孫
の
命
の

瑞
の
御
舎
仕
へ
ま
つ
り
て
、
天
の
御
蔭
・
日
の
御
蔭
と
隠
り
ま
し
て
、
安
国
と



平
ら
け
く
知
ろ
し
め
さ
む
国
中
」
（
四
二
三
－
四
二
五
頁
一
と
あ
る
「
四
方
」

の
図
像
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
多
く
の
国
学
者
を
悩
ま
し
、
新
た
な
神
学
の
再
構
築
を
企
図
さ

せ
た
「
高
天
原
」
と
「
造
化
三
神
」
の
関
係
、
及
び
そ
れ
が
宇
宙
創
成
と
の
関

係
で
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
ア
ポ
リ
ア
を
孕
ん
で
い
る
の
は
、
実
は
古
事
記
の

叙
述
自
体
が
矛
盾
を
抱
え
込
ん
で
始
発
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

古
事
記
の
字
宙
創
成
神
話
で
示
さ
れ
る
大
い
な
る
過
去
と
は
、
実
は
「
帝
紀
」

の
胚
胎
し
て
い
た
歴
史
の
理
念
が
大
い
な
る
か
の
時
の
記
載
と
し
て
押
し
上
げ

ら
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
問
題
は
、
そ
れ
が
神
話
の
遡
及
し

よ
う
と
す
る
大
い
な
る
始
原
の
カ
オ
ス
と
い
か
に
対
時
す
る
か
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
古
事
記
「
本
文
」
冒
頭
の
叙
述
の
中
に
、
分
化
す
る
宇
宙
を
語
り
出
す

神
話
学
的
範
曉
と
歴
史
を
構
築
す
る
神
学
的
範
曉
の
二
つ
が
並
行
し
て
い
る
問

ゆ
題
と
不
可
分
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
序
」
と
「
本
文
」
と
の
亀
裂
と
な
っ
て
表
れ

る
。　

一
般
に
、
古
事
記
の
「
序
」
と
は
「
本
文
」
の
叙
述
を
要
約
し
、
編
集
上
の

枠
組
み
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
倉
野
憲
司
氏
は
、
「
記
序
の
第

一
段
は
、
古
事
記
全
体
の
縮
図
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
注
意

す
べ
き
は
一
略
）
安
万
侶
の
古
事
記
本
質
観
が
、
こ
の
第
一
段
に
端
的
に
示
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
○

の
「
序
」
が
「
混
元
既
凝
、
気
象
未
レ
救
。
無
レ
名
無
レ
為
。
誰
知
二
其
形
一
」
と

　
　
　
　
　
『
古
事
記
』
宇
宙
創
成
神
話
の
解
釈
学

し
て
開
始
さ
れ
な
が
ら
も
、
二
項
対
立
的
な
陰
陽
論
の
宇
宙
創
成
観
に
貫
徹
さ

れ
る
の
に
対
し
て
、
　
の
「
本
文
」
が
、
「
天
地
初
発
之
時
」
か
ら
「
次
国
稚

如
二
浮
脂
一
而
、
久
羅
下
那
州
多
随
用
弊
流
之
時
」
へ
と
展
開
し
て
ウ
マ
シ
ア

シ
カ
ビ
ヒ
コ
ヂ
・
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
を
生
成
さ
せ
、
最
終
的
に
男
女
対
偶
神
の

二
元
的
な
万
物
の
生
成
分
化
に
繋
い
で
い
く
二
項
対
立
的
な
神
話
学
的
範
嬢
と

並
行
し
て
、
「
於
二
高
天
原
一
成
神
」
に
始
発
し
、
「
造
化
三
神
」
の
生
成
を
語

り
出
し
、
三
貴
子
の
生
成
に
流
れ
て
い
き
、
古
代
天
皇
の
聖
な
る
系
譜
の
論
理

に
収
敏
さ
れ
る
三
項
対
立
的
な
神
学
的
範
曉
と
を
共
存
し
て
い
る
こ
と
こ
そ
重

要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
殊
に
後
者
は
、
古
代
天
皇
制
の
神
学
の
発
動
の
も
と
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ

の
設
定
に
よ
り
、
異
教
の
各
祭
祀
共
同
体
の
聖
界
観
念
を
唯
一
「
高
天
原
」
に

集
約
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
古
事
記
に
お
い
て
、
こ
の
神
格

は
生
成
の
根
源
的
発
動
原
理
と
し
て
配
さ
れ
る
二
つ
の
ム
ス
ヒ
の
神
の
分
化
の

原
理
を
止
揚
し
、
古
代
天
皇
の
聖
な
る
系
譜
へ
と
求
心
的
に
収
敏
す
る
た
め
の

存
在
と
し
て
機
能
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
宣
長
学
の
批
判
者
で
あ
っ
た
橘
守
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ナ
カ

が
『
稜
威
道
別
』
で
、
「
御
名
義
は
中
央
と
云
に
、
天
の
大
君
の
意
あ
り
。
故
レ

此
ノ
大
神
既
に
幽
頭
の
ニ
ッ
を
定
メ
給
へ
る
事
、
次
ミ
の
文
の
運
び
以
て
知
ラ
れ

　
ゆ
た
り
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
ア
メ

ノ
、
、
・
ナ
カ
ヌ
シ
を
据
え
る
こ
と
で
始
動
す
る
「
高
天
原
」
を
、
最
終
的
に
ア
マ

テ
ラ
ス
が
統
括
す
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
の
が
古
事
記
の
論
理
で
あ
る
。
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
　
『
古
事
記
』
宇
宙
創
成
神
話
の
解
釈
学

わ
ち
、
「
高
天
原
」
と
は
、
古
代
天
皇
制
の
神
学
を
起
動
さ
せ
、
そ
の
価
値
の

基
準
と
な
る
古
代
天
皇
の
聖
性
を
発
動
さ
せ
る
仕
掛
け
で
あ
る
。
古
代
天
皇
制

の
神
学
は
、
「
高
天
原
」
か
ら
の
系
譜
の
階
層
的
構
造
に
基
づ
く
新
た
な
神
学

体
系
の
内
に
異
教
の
神
々
を
も
位
置
づ
け
る
。
松
前
健
氏
は
、
「
さ
ま
ざ
ま
な

地
方
神
話
や
自
然
神
格
を
、
中
央
の
神
統
譜
に
組
み
入
れ
、
そ
れ
ら
の
ラ
ン
ク

づ
け
を
行
い
、
宗
教
上
の
中
央
集
権
化
を
図
っ
た
大
和
朝
廷
の
政
策
」
と
し
て

の
「
神
話
の
統
合
」
と
最
も
関
係
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
天
つ
神
．
国
つ
神
と

天
っ
社
・
国
つ
社
に
見
る
「
二
元
観
」
を
挙
げ
ら
れ
、
天
孫
降
臨
神
話
と
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

係
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
こ
そ
が
「
高
天
原
」
か
ら
の
方
位
性
に
よ
っ

て
付
与
さ
れ
る
新
た
な
神
学
体
系
に
他
な
る
ま
い
。
従
っ
て
、
明
確
な
「
高
天

原
」
の
図
像
を
も
た
な
い
日
本
書
紀
「
神
代
上
」
巻
の
「
本
書
」
に
お
い
て
は
、

天
っ
神
・
国
っ
神
と
の
分
類
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
は
、
「
高
天
原
」
が
可
能
に
し
た
鳥
鰍
的
視
座
は
、
国
生
み
神
話
の

叙
述
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
る
ご
と
く
、
様
々
な
地
域
の
命
名
と
画
定
と
を
も
た

ら
す
。
す
な
わ
ち
古
事
記
「
序
」
に
、
「
定
レ
境
開
レ
邦
、
（
略
）
正
レ
姓
撰
レ
氏
」

（
二
二
頁
）
と
見
え
る
よ
う
に
、
「
国
」
の
再
構
成
と
そ
れ
に
伴
う
氏
族
祭
祀
共

同
体
の
再
編
成
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。

注
¢
　
古
事
記
か
ら
の
引
用
は
、
西
宮
一
民
氏
編

　
九
八
六
年
）
に
拠
り
、
そ
の
頁
数
を
示
す
。

『
古
事
記
　
新
訂
版
』

（
桜
楓
社
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四

　
　
日
本
書
紀
か
ら
の
引
用
は
、
坂
本
太
郎
氏
他
校
注
『
日
本
書
紀
　
上
』
（
岩
波
書

　
店
、
一
九
六
七
年
）
に
拠
り
、
そ
の
頁
数
を
示
す
。

　
　
本
居
宣
長
の
引
用
は
、
大
野
晋
・
大
久
保
正
両
氏
編
『
本
居
宣
長
全
集
』
（
筑
摩

　
書
房
）
に
拠
り
、
そ
の
全
集
巻
数
・
頁
数
を
示
す
。

＠
　
平
田
篤
胤
の
引
用
は
、
同
全
集
刊
行
会
編
『
新
修
　
平
田
篤
胤
全
集
』
（
名
著
出

　
版
）
に
拠
り
、
そ
の
全
集
巻
数
・
頁
数
を
示
す
。

　
　
廣
川
勝
美
氏
『
も
の
が
た
り
研
究
序
説
　
伝
承
史
的
方
法
論
』
、
桜
楓
杜
、
一
九

　
八
五
年
、
八
八
頁
。
な
お
、
本
稿
を
な
す
に
当
た
っ
て
、
多
く
の
も
の
を
同
書
に
負

　
っ
た
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。

＠
　
丸
山
真
男
氏
「
原
型
・
古
層
・
執
物
低
音
－
日
本
思
想
史
方
法
論
に
つ
い
て
の

　
私
の
歩
み
　
　
」
、
加
藤
周
一
氏
他
『
日
本
文
化
の
か
く
れ
た
形
』
、
岩
波
書
店
、
一

　
九
八
四
年
、
一
二
八
頁
。

¢
　
丸
山
真
男
氏
「
歴
史
意
識
の
『
古
層
』
」
、
同
氏
編
『
日
本
の
思
想
６
　
歴
史
思
想

　
集
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
、
二
一
頁
。

ゆ
　
拙
稿
「
神
衣
岡
の
ト
ポ
ロ
ジ
ー
　
幕
０
Ｈ
」
、
廣
川
勝
美
氏
編
『
伝
承
の
神
話
学
』
、

　
人
文
書
院
、
一
九
八
四
年
、
一
四
一
－
一
四
二
頁
。

　
　
谷
川
士
清
『
日
本
書
紀
通
証
』
、
臨
川
書
店
、
一
九
七
八
年
、
二
…
頁
。

＠
　
鈴
木
重
胤
『
日
本
書
紀
伝
　
こ
、
国
学
院
大
学
出
版
部
、
一
九
一
〇
年
、
一
頁
。

◎
　
川
副
武
胤
氏
『
古
事
記
及
び
日
本
書
紀
の
研
究
』
、
風
間
書
房
、
一
九
七
六
年
、

　
三
九
六
頁
。

＠
　
中
村
啓
信
氏
「
高
天
の
原
に
つ
い
て
」
、
『
倉
野
憲
司
先
生
古
稀
記
念
　
古
代
文
学

　
論
集
』
、
桜
楓
社
、
一
九
七
四
年
、
三
六
一
頁
。

＠
　
神
野
志
隆
光
氏
『
古
事
記
の
達
成
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
、
一
一

　
六
－
一
一
八
頁
。

＠
　
拙
稿
「
神
世
七
代
」
、
『
國
文
學
』
、
一
九
八
八
年
七
月
号
。

＠
　
吉
川
幸
次
郎
氏
『
本
居
宣
長
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
、
二
〇
三
－
二
〇
四



　
頁
。

＠
　
西
郷
信
綱
氏
『
国
学
の
批
判
』
、
未
来
杜
、
一
九
六
五
年
、
三
二
頁
。

０
　
重
松
信
弘
氏
『
近
世
国
学
の
文
学
研
究
』
、
風
問
書
房
、
一
九
七
四
年
、
二
四
六

　
－
一
一
五
〇
頁
。

＠
　
大
久
保
正
氏
編
『
本
居
宣
長
全
集
　
第
一
四
巻
』
一
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
一
、

　
大
久
保
氏
の
「
解
題
」
で
は
、
「
宇
暦
八
年
二
七
五
八
一
六
月
以
後
、
宝
暦
士
二

　
年
に
至
る
問
」
と
さ
れ
る
一
三
五
工
二
六
頁
一
。

＠
　
村
岡
典
嗣
氏
『
本
居
宣
長
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
二
八
年
、
四
五
八
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

＠
　
今
中
寛
司
氏
『
但
株
学
の
基
礎
的
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
、
一
〇

　
六
頁
。

◎
　
平
野
仁
啓
氏
『
古
代
日
本
人
の
精
神
構
造
』
、
未
来
杜
、
一
九
六
六
年
、
一
九
頁
。

＠
　
賀
茂
百
樹
氏
校
訂
『
賀
茂
真
淵
全
集
第
四
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
〇
四
年
、

　
三
八
九
八
工
二
八
九
九
頁
。

ゆ
　
神
野
志
隆
光
氏
「
補
説
　
本
居
宣
長
の
天
地
生
成
説
」
、
同
氏
『
古
事
記
の
世
界

　
観
』
一
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
一
、
所
収
。

ゆ
　
子
安
宣
邦
氏
『
宣
長
と
篤
胤
の
世
界
』
、
中
央
公
論
杜
、
一
九
七
七
年
、
一
〇
六

　
頁
。

ゆ
　
村
岡
典
嗣
氏
『
日
本
思
想
史
研
究
』
、
岡
書
院
、
一
九
三
〇
年
、
二
八
七
頁
。

ゆ
　
村
岡
典
嗣
氏
『
宣
長
と
篤
胤
』
、
創
文
杜
、
一
九
五
七
年
、
七
七
頁
。

　
　
な
お
、
漢
訳
ド
チ
リ
ナ
と
『
本
教
外
篇
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
坂
本
春
吉
氏

　
『
平
田
篤
胤
の
復
占
神
道
と
キ
リ
ス
ト
教
－
ｉ
本
教
外
篇
の
研
究
ｉ
　
』
一
自
費
出
版
、

　
一
九
八
六
年
一
に
詳
細
な
比
較
対
照
が
あ
る
。

ゆ
　
丸
山
圭
二
郎
氏
『
文
化
の
フ
エ
テ
ィ
シ
ズ
ム
』
、
勤
草
書
房
、
一
九
八
四
年
、
一

　
四
七
頁
。

＠
　
丸
山
圭
三
郎
氏
『
生
命
と
過
剰
』
、
河
出
書
房
新
杜
、
一
九
八
七
年
、
二
三
六
頁
。

ゆ
　
倉
野
憲
司
氏
『
古
事
記
全
註
釈
　
第
二
巻
上
巻
篇
山
』
、
三
省
堂
、
一
九
七
四
年
、

『
古
事
記
』
宇
宙
創
成
神
話
の
解
釈
学

　
四
；
五
頁
。

＠
　
西
郷
信
綱
氏
『
古
事
記
注
釈
　
第
一
巻
』
、
平
凡
杜
、
一
九
七
五
年
、
七
一
頁
。

＠
　
祝
詞
か
ら
の
引
用
は
、
武
田
祐
吉
氏
校
注
『
古
事
記
　
祝
詞
』
一
岩
波
書
店
、
一

　
九
五
八
年
一
に
拠
り
、
そ
の
頁
数
を
示
す
。

＠
　
拙
稿
「
旧
辞
の
編
集
」
、
駒
木
敏
氏
編
『
神
謡
・
神
話
・
物
語
…
　
伝
承
と
儀
礼

　
　
－
』
、
桜
楓
杜
、
一
九
八
七
年
、
七
五
頁
以
下
、

ゆ
　
倉
野
憲
司
氏
『
古
事
記
全
註
釈
　
第
一
巻
序
文
篇
』
、
三
省
堂
、
一
九
七
三
年
、

　
三
六
頁
。

＠
　
橘
純
一
氏
編
『
橘
守
部
全
集
　
第
こ
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
二
一
年
、
六
七
頁
。

ゆ
　
松
前
健
氏
『
古
代
信
仰
と
神
話
文
学
－
　
そ
の
民
俗
論
理
－
ｉ
－
－
』
、
弘
丈
堂
、
一

　
九
八
八
年
、
二
三
頁
。

＊
　
本
稿
は
、
一
九
八
七
年
度
占
事
記
学
会
大
会
で
、
「
始
動
す
る
高
天
原
　
　
古
事

　
記
の
神
話
と
神
学
　
　
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
の
一
部
を
改
稿
し
た
も
の

　
で
あ
る
。

　
　
発
表
の
前
後
に
わ
た
っ
て
懇
切
な
御
指
導
を
賜
わ
っ
た
松
前
健
先
生
、
ま
た
当
日
、

貴
重
な
る
御
教
示
を
頂
い
た
神
野
志
隆
光
氏
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

同
氏
に
御
指
摘
頂
い
た
日
本
書
紀
独
自
の
問
題
に
つ
い
て
は
『
國
文
學
』
一
一
九
八

　
八
年
七
月
号
一
に
「
神
世
七
代
」
と
の
テ
ー
マ
で
発
表
致
し
ま
し
た
の
で
、
併
せ
御

照
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

一
一
五
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